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ボランティア通信？ 消 費 生 活 相 談 ！

人のうごき（8月 1日現在）

世帯 27,607 世帯 （＋33）
人口 67,825 人 （‐5）
男 31,980 人 （＋ 10）
女 35,845 人 （‐15）

※（　）内は前月との比較

インターネットで購入した商品の支払いインターネットで購入した商品の支払い

　近年，支払い手段の多様化に伴い，インター
ネット通信販売で，クレジットカードを利用す
る人が増えています。クレジットカード番号を
入力するだけで決済が完了する手軽さが魅力で
すが，一番注意しなければならないのは，個人
情報流出防止策です。まずは，自分のパソコン
にウイルス対策ソフトを導入し，ウイルス感染
しないように対策を取りましょう。また，申し
込みページなどの個人情報入力画面がＳＳＬ（高
度暗号技術）を導入していれば，安全性の高い
情報の送受信ができます。ＳＳＬに対応した個
人情報入力画面かどうかを確認するには，個人
情報入力画面のホームページアドレスが通常の
「http://」から「https://」になり，インターネッ
トエクスプローラでホームページを閲覧してい
るのであれば，画面右下に鍵マークが表示され
ることで確認することができます。個人情報の
取扱いは，常に細心の注意を払い，安易に書き
込むことのないようにしてください。
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講座

【相談】
　インターネットでＣＤを購入したいのだが，支払
方法についてはクレジットにしたい。クレジットカー
ド番号を入力しても大丈夫だろうか。

　個人情報入力画面が個人情報流出防止策で保護さ
れているかを確認し，安易に書き込まないよう助言
しました。

■問い合せ先
　商工労働課内消費生活相談窓口（☎82-1150）
　山陽総合事務所地域行政課内消費生活相談窓口　
　　　　　　　　　　　　　　　　（☎ 71-1612）

　「障害者が，少しでも愛され理解されるよう支え
たい」との願いを込め平成１２年６月に小野田市で
第１号のＮＰＯ法人の認証を受けました。ちょうど
「ノーマライゼーション」（※）が盛んに唱えられた頃
で，障害者が自ら働いた給与で生活し，独り立ちす
ることを目標にしています。
　現在では，市内大型店舗内に障害者による「せる
ぷおのだ」を開店し，素人ながらボランティアの支
援のもと障害者や高齢者の製品を障害者が販売でき
るよう，実習を続けています。
　また，今年から菜の花を休耕田に栽培し，種油を
取り，使用済の種油からディーゼルの燃料を作る「菜
の花プロジェクト」を進めていきます。種まきから
収穫できるところまでを私たちボランティアが中心
で世話をし，収穫を障害者たちと行い，収益金は，
障害者の自立の資金になればと考えています
　多くの市民のみなさんと一緒に，作業できればと
願っています。ご協力くださることを切望します。

※ノーマライゼーション・・・障害者や高齢者など社会的
に不利を受けやすい人々が，社会の中で他の人々と同じ
ように生活し，活動することが社会の本来あるべき姿で
あるという考え方

障害者支援芙蓉の会

ボランティア通信 ２

山陽小野田市で活動されているＮＰＯ・ボラ
ンティア団体等を紹介するコーナーです。

ゴ ミ を 出 す と き の
ワンポイントアドバイス
■問い合せ先　環境課（☎82-1143）

菜の花でいっぱいの町，
使った後の種油で自動車が走る町

　　にする仕事を手伝っていただけませんか。
　　あなたの空いている時間で結構です。

■問い合せ先
　障害者支援芙蓉の会（☎ 84-1384）

　古紙類のリサイクルにご協力ください。
■リサイクル対象の古紙類
　新聞（チラシ），雑誌，ダンボール，紙パック
　→資源ごみの日（小野田地区），
　　粗大ごみの日（山陽地区）に出してください。
■リサイクル対象外の古紙類
　お菓子などの箱，ダイレクトメールなどの郵便物
　→燃やせるごみの日に出してください。


